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 情報化社会における社会環境の中で、印刷物が人間社会に与えるコミュニケーションの構造に深い分
析を加え、現代社会で生み出される様々な情報が人間の生活のコミュニケーションのあり方の変様性に
照射し、生活にかかわる印刷物の中に新たに見いだされた意味の表象、社会における印刷物の流通、通
信の機能における手段等のプロセス、場所に対する印刷物の寄生によって生み出される環境などをあげ
て印刷物の社会的特質から新たな表現の発生に向けた可能性のあり方について論述している。 
 また、事実と虚構、仕掛けられる場やプロセス、中心性の喪失から寄生へ、といった３つのテーマと
対応した論考は、人間のアイディンティティーと芸術との深い関係性が作者の中に重要な主張として論
述されている。特に「寄生」での論考は現代の美術というフレームの有効性に疑問を投げかけ、日常と
芸術の境界に表現の現実を求めている点で新しい視点が読み取れる。 
 しかも、自作の実践的な制作を通じてその表現のプロセスを補填しリアルな作家としての体験で得た
感性で語られ述べていることは特異な論文として評価出来る。作者は芸術の表現の中に仕組まれた社会
性に対する意味と実践の介在について照射し、その相互の関係性の中における条理と不条理について問
いかけた。 
 たとえば、印刷物の真実と虚構が錯綜している表象によって生じる「アウラ」に例を挙げ、現実の体
験によって新たな芸術の印刷物の持つ手段における道筋を可能性として導いた。 
 審査会では論文の日本語表現に対する能力に対して不十分との指摘があった。 
 
 作品ついては、２点はインスタレーション、映像作品、平面作品の合計４作品が博士課程作品審査対
象になり審査された。 
 
 作者は中国の近年での経済発展する社会状況の中で、日常生活と情報社会のもたらす社会矛盾に表現
の起点を置き、いずれも日常の生活の中に表現の現実を見ている。 
 「絵葉書を使用した通信システムに着目し共有する日常のイメージを異化する試み」、「情報化時代の
中国での不動産チラシによる現実と虚構にたいする作品」、「和歌はお菓子のパッケージの文字によって
日本の和歌の文章を探し出す平面作品」、「川に掲示板のように文字を映し出すサイトパシフィックな作
品」の４作品である。 
 現在のデジタル情報化時代にネガティブにとられがちな印刷物の持つコミュニケーション手段と芸術
のコラボレーションについて、逆にそのアナログ的、物質的、身体的直接性に着目し、社会環境の生活
システム構造の手法のプロセスを介在させた表現としての展開を見せた。さらに日常生活のサイトスペ
シフィックな現場性の「寄生」の作品の表現への提示は注目された。 
 近作では日常生活で当たり前に目にし、廃棄物とされるような様々なお菓子のパッケージなどを利用
し、そこに表示された記号の中から絵画的な表象に再構築する作品の表現の新たな展開に進んでいる。 
 作品及び論文は創作する行為と作品の原理をともに追求しており、新たな表現の地平を開こうとする
強い意志に貫かれている。 
 
 審査会において、博士論文発表会でのプレゼンテーション能力は芸術家にとって重要な表現要素であ
り作者においてはこの点が不十分であるとの指摘があり、この点が評価対象として問われ審査会におい
て討議された。しかし論文内容、作品評価において審査メンバー全員の一致した高い評価を得た。 
 
 以上のような評価において、表現者を志す者の論述にふさわしい本旨と可能性をはらむ本論文、及び
作品について、優れて博士学位者に値するものと全員の審査員が認めた。 
 
